
PM2.5排出抑制に向けて
ばいじんに加え、PM2.5二次生成粒子の原因物質でもあるSOx、NOx、塩化水素さらにはVOCなどのガス状大気汚染物
質の排出インベントリーの精査（対象：ボイラー、ガスタービン、加熱炉、乾燥炉、分解炉、廃棄物焼却炉他）を行い、燃料転
換などの対策を講じることにより発生源別排出量の一層の削減に努めています。

固定発生源対策の強化を通じて、ボイラー、ガスタービンなどからのばい煙排出、冷凍機からのフロン漏洩、産業廃棄物焼
却による水銀排出、製造プラントからの化学物質、VOC排出、さらには建築物解体時のアスベスト飛散など各種環境負荷
低減に努めています。また、法規制などへの的確な対応として以下の実現に注力します。

•  CFCおよびHCFC冷凍機について、低GWPのHFCもしくはノンフロンを冷媒に使用する機器への計画的更新（オ
ゾン層保護法）および廃棄するフロン冷凍冷蔵・空調機器内のフロン処分を確実に実施する（フロン排出抑制法）

• PCB使用電気機器（保管および運転中）の2025年3月までの処理期限前倒しの全数処分（PCB特別措置法）

「責務」に対する取り組み事例
〈大気環境保全〉

  環境 データ編  

● 機器ごとの更新期限の目標
CFC冷凍機2025年度までに使用を全廃（現在の国内グループ保有台数は全20台）
HCFC冷凍機2045年度までに使用を全廃（現在の国内グループ保有台数は全277台）

フロン排出抑制の対応

① 漏洩量削減の取り組み
　 年2回フロン漏洩量調査を全事業所を対象に実施し、漏洩量の状況や、その中で発見され
た漏洩の多い機器を特定し、その原因を究明したうえ、再発防止対策を実施しています。
具体的には、「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」（略称「フロン排
出抑制法」）で定められた簡易点検、定期点検を計画通り実行することはもとより、より
点検頻度を上げ、漏洩の早期発見による漏洩量削減に努めています。

② 廃棄時管理
　 機器を廃棄する際には、フロン含有冷凍機を適切に処理するため、固定資産台帳と紐づ
けた管理やフロン回収の手順に抜けが無いよう、「第一種特定製品廃棄チェックシート」
などの活用を徹底しています。

③ 計画的更新およびグリーン冷媒使用推進
　生産工程に組み込まれたCFC、HCFC冷凍機について、機器の更新期限の目標を定め、年1回進捗調査を実施しています。
　 　また、国内の全グループ会社においてグリーン冷媒への切り替えを推進しており、全事業所および国内グループ会社
ともHFO冷凍機への切り替えを推進しています。

HFO（R1233zd）冷凍機
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自然資本の持続可能な利用

https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/files/docs/environment_date.pdf#page=8


廃棄物焼却炉からの水銀大気排出
保有する全ての廃棄物焼却炉について、大気中へ排出されている水銀濃度（ガス状、粒子状の別）の測定を実施し、その影
響についての検討を終えました。その結果、焼却炉に付帯されているバグフィルター、スクラバーなどの排ガス除去設備
により水銀は効果的に除去され、保有する全ての廃棄物焼却炉から大気中へ排出される水銀濃度は、「大気汚染防止法」
で規定されている排出基準値以内であることを確認しています。

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

算定漏洩量（トン-CO2） 9,135 4,782 7,675 9,354 4,362 5,100 5,844

■ フロン類算定漏洩量
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自然資本の持続可能な利用
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